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40歳からのキャリアアップ



僕の履歴
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諸事情により43歳で退職、�
Web業界へ



なぜWebに？

・バイク以外できることがない�
・パソコンは触っていた



いかに「⾃分ごと」として�
捉えられるか



じゃあ『普段の業務』は？



�業務が⾃分ごとになったら�



もっと⼯夫します、よね？



クライアントさんの仕事を�
『⾃分ごと』にしたら？



もっと頭をひねります、よね？



「その環境でも楽しめるか」が�
選択肢の条件のひとつ



楽しい�=�『持続できる』
楽しい�=�『⼯夫する』



楽しい�=�主体的である



�僕の考える「必要条件」�

・運に恵まれる�
・周りの⼈に恵まれる



『他⼒本願』



運



運を受け⽌められる準備が必要



周りの⼈



必ず⾒ていてくれる⼈がいる



⼿を差し伸べられたときに、�
その⼿が届くところにいることが⼤事



⾒つけられなければ�
いないのと同じ



いかに多くの環境・状況を�
「⾃分ごと」として捉えられるか、�

その準備が整ったときが�
『スタートライン』



これからの組織に求められる姿



ただし、従業員の視点で



好きなことを仕事にする



当然だが『責任と覚悟』を伴う



好きな場所で、好きなチームと�
仕事をする



コミュニティ



会社は「コミュニティ化」�
していく



各⾃が複数の「コミュニティ」に属して、�
それぞれのコミュニティで活躍していく



プロジェクトとしての業務



案件ひとつずつをプロジェクト�
としてとらえる



の場合



案件ごとにメンバーが�
アサインされる



クライアントも「チームの⼀員」



これからの組織が⽬指すもの

3つのポイント



『⾃分にしかできないこと』の�
集合体



・各⾃の得意な分野を持ち寄る�
・苦⼿なところは補い合う



・属⼈性は⾼まる�
・各⾃の責任は重くなっていく



未完成でも�
変化していくことを恐れない



・環境や時代の変化に�
 臨機応変に対応する�
・その時は遠回りだったとしても、�
 必ず次に活かす



チーム内での失敗の共有



必要なのはナレッジと�
スピード（スピード感）の共有



これから個⼈が⽬指すもの

ポイント2つ



伸ばされた⼿が届く場所に�
いられるように



⾃分の責任に耐えられるように



例えば今⽇すぐできることは？



セミナーを「聞きに」�
来てませんか？



「お客さん」でいる間は�
⾃分ごとにはならない



帰る前に



中⼭さんや鷹野さん、�
登壇者の皆さんに�
いろいろ聞けますよ？



帰ってから



今⽇聞いたことを忘れる前に�
⼿を動かして試してみましょう！



チームで次のステップに�

明るい未来をめざしましょう！



おまけ
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ありがとうございました


